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報みなみたね
鉄砲伝来と

宇宙へはばたくまち

もしもの時に備えて！

茎永地区が独自で防災訓練を実施
中部集落避難の様子（大崎への旧磯道頂上付近）

（2月 18 日実施　関連記事 9ページ）
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業農元気が出る！
農
地
中
間
管
理
事
業
の
活
用
に
つ
い
て

　

こ
の
20
年
間
で
、
耕
作
放
棄
地
は

約
40
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
倍
増
し
、
担

い
手
の
農
地
利
用
は
全
農
地
の
５
割

程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
受
け
て
国
は
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
や
、
担
い
手
へ
の
農

地
利
用
が
全
農
地
の
９
割
を
占
め
る
よ

う
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
を
平
成
26

年
度
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
…

　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
県
単

位
で「
農
地
中
間
管
理
機
構
」を
設
け
、

機
構
を
通
じ
て
農
地
の
貸
借
を
行
い
、

農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
農
業
経
営

の
拡
大
、
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
に

よ
る
農
用
地
の
効
率
的
利
用
を
促
進

し
、
農
業
の
生
産
性
向
上
を
図
る
事

業
で
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

本
町
に
お
け
る
農
地
中
間
管
理
事

業
の
活
用
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

機
構
集
積
協
力
金
に
つ
い
て

　

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
て

農
用
地
を
貸
し
出
す
と
、
機
構
集
積

協
力
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
機
構
集
積
協
力
金
に

つ
い
て
は
次
の
３
種
類
あ
り
ま
す
。

○
経
営
転
換
協
力
金

①
交
付
対
象
者

　

離
農
や
作
物
部
門
の
減
少
に
よ
り
、

機
構
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
農
地
の

所
有
者
ま
た
は
相
続
人

②
交
付
要
件

　

10
ア
ー
ル
未
満
の
農
地
を
除
く
全

て
の
農
地
を
機
構
に
10
年
以
上
貸
し

付
け
、
機
構
か
ら
受
け
手
に
貸
し
付

け
ら
れ
る
こ
と

③
交
付
単
価
（
１
戸
あ
た
り
）

○
耕
作
者
集
積
協
力
金

①
交
付
対
象
者

　

２
筆
以
上
の
ま
と
ま
っ
た
農
地
を

貸
し
付
け
た
、
ま
た
は
機
構
の
借
り

受
け
農
地
に
隣
接
す
る
農
地
を
貸
し

付
け
た
、
農
地
の
所
有
者
ま
た
は
耕

作
者

②
交
付
要
件

　

機
構
に
10
年
以
上
農
地
を
貸
し
付

面積（ha）

平成 26年度 7.3

平成 27年度 63.0

平成 28年度 65.1

平成 29年度 47.7

合計 183.1

※平成 29 年度は平成 29 年 12 月 1 日現在。

0.5ha 以下 30万円以内

0.5ha 超

2.0ha 以下
50万円以内

2.0ha 超 70 万円以内
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【元気が出る農業　問い合わせ先】役場総合農政課　農業振興係　☎㉖１１１１（内線３１１）

け
、
機
構
か
ら
受
け
手
に
貸
し
付
け

ら
れ
る
こ
と

③
交
付
単
価
（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
）

　

５
千
円
以
内

○
地
域
集
積
協
力
金

①
交
付
対
象
者

　

町
内
の
校
区
・
集
落
・
字
等
10‌

ha

以
上
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
「
地
域
」

②
交
付
要
件

　

地
域
内
の
農
地
の
一
定
割
合
が
機

構
に
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

③
交
付
単
価
（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
）

※
機
構
集
積
協
力
金
の
交
付
単
価
は
、

今
後
引
き
下
げ
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

機構へ貸し付け割合 10 アールあたり

２割超５割以下 1.0 万円以内

５割超８割以下 1.4 万円以内

８割超～ 1.8 万円以内

機構集積協力金交付実績

年度
地域集積協力金 経営転換協力金 耕作者集積協力金

面積（ｱｰﾙ） 対象者数 交付額（円） 面積（ｱｰﾙ） 対象者数 交付額（円） 面積（ｱｰﾙ） 対象者数 交付額（円）

H26 - - - 317 2 戸 1,200,000 411 5 人 822,000

H27 5,237 2 地区 15,617,200 579 6 戸 2,600,000 1,639 26 人 3,278,000

H28 3,503 2 地区 6,996,200 458 5 戸 2,500,000 2,456 24 人 2,456,000

合計 8,740 4 地区 22,613,400 1,354 13 戸 6,300,000 4,506 55 人 6,556,000

堆
肥
料
金
改
定
に
つ
い
て

　

町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
て
販
売
中
の

堆
肥
「
か
ん
と
り
ー
ス
ー
パ
ー
バ
イ

オ
有
機
み
な
み
１
号
」
に
つ
い
て
、

料
金
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

バ
イ
オ
堆
肥
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

堆
肥
施
用
時
の
注
意
に
つ
い
て

○
施
用
す
る
前
に
「
土
壌
診
断
」
の

実
施
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。「
土

壌
診
断
」
は
総
合
農
政
課
で
受
け

付
け
て
お
り
、
無
料
で
診
断
い
た

し
ま
す
。

○
堆
肥
は
、
で
き
る
だ
け
植
え
付
け

20
～
30
日
前
に
苦
土
石
灰
な
ど
と

一
緒
に
全
面
散
布
後
、
耕
し
土
壌

に
よ
く
な
じ
ま
せ
て
か
ら
、
種
ま

き
ま
た
は
定
植
す
る
と
施
用
に
よ

る
効
果
が
高
い
で
す
。

◆
ご
注
文
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

・
役
場
総
合
農
政
課　

畜
産
振
興
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
７
）

・
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉖
０
０
２
１

○
改
定
後
金
額（
４
月
１
日
か
ら
）

・
バ
ラ
堆
肥

　

９
０
０
０
円
／
ト
ン

・
フ
レ
コ
ン
袋
入

　

４
５
０
０
円

・
散
布
料

　

１
０
０
０
円
／
ト
ン

    

※
改
定
な
し

・
ふ
る
い
に
掛
け
た
堆
肥
（
別
途
）

　

１
０
０
０
円
／
ト
ン

・
15
㎏
袋
入
り

　

３
５
０
円
／
袋
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行政トピックス

離
島
割
引
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
有
人
国
境
離
島
法
（
平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
）
に
係
る
「
鹿
児
島
県
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
航
路
・

航
空
路
運
賃
低
廉
化
事
業
」
に
よ
り
、南
種
子
町
の
住
民
お
よ
び
準
住
民
（
※
）
を
対
象
と
し
た
、飛
行
機
、高
速
船
、

フ
ェ
リ
ー
の
運
賃
引
き
下
げ
を
実
施
し
て
お
り
、
間
も
な
く
制
度
開
始
か
ら
１
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
国
・
県
・
町
の
平
成
30
年
度
当
初
予
算
（
案
）
に
、
今
年
４
月
か
ら
の
新
た
な
取
り
組
み
を
含
む

事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
準
住
民
と
は　

　

南
種
子
町
の
区
域
外
に
居
住
し
て
い
る
18
歳

以
下
の
児
童
・
生
徒
等

（
当
該
児
童
・
生
徒
等
を
扶
養
す
る
者
が
南
種

子
町
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を
行
っ
て
い
る
場

合
に
限
り
ま
す
。）

航
路
（
船
）
利
用
に
お
い
て

今
年
４
月
１
日
か
ら
障
害
者
等
割
引
を
適
用
い
た
し
ま
す

　

現
在
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
提
示
に
よ
り
、
各
航
路
事
業
者
の
障
害
者
な

ど
に
対
す
る
割
引
を
受
け
て
い
る
方
に
対
し
て
、
離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド
に
よ
る

有
人
国
境
離
島
法
の
割
引
が
併
せ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
割
引
は
国
お

よ
び
県
、
町
の
事
業
予
算
（
案
）
が
成
立
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
で
、
離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
企
画
課

に
て
発
行
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
航
路
・
区
間

現
行
の
有
人
国
境
割
引
の
航
路
・
区
間
と
同
一

※
今
回
、
航
空
路
（
飛
行
機
）
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

障
害
者
等
で
あ
り
、
か
つ
、
島
民
で
あ
る
方

※
①
障
害
者
手
帳
、
②
離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド
の
両
方

の
提
示
が
必
要
で
す
。

割
引
額

有
人
国
境
離
島
割
引
運
賃
の
５
割
引

（
５
円
ま
た
は
50
円
単
位
切
り
上
げ
）

適
用
方
法

事
業
者
ご
と
に
、
障
害
者
等
の
適
用
範
囲
が
異
な
る
た

め
、
有
人
国
境
離
島
法
に
よ
る
障
害
者
等
運
賃
の
適
用

方
法
は
、
現
在
の
適
用
範
囲
に
準
じ
て
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。

種
子
屋
久
高
速
船
の
有
人
国
境
割
引
運
賃
額
が

今
年
４
月
１
日
か
ら
引
き
下
げ
拡
大

　

種
子
屋
久
高
速
船
（
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
）
の
割
引

適
用
額
が
、
左
表
の
と
お
り
拡
大
さ
れ
る
内
容
で
事
業

予
算
（
案
）
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

予定運賃（一部抜粋）【種子屋久高速船】

鹿児島～西之表 有人国境離島割引運賃

大人

小人

片道

往復

普通運賃 障害者等

H29.4.1 ～ H30.4.1 ～

大人
片道 4,900 円 4,500 円 2,250 円

往復 9,100 円 8,500 円 -

小人
片道 2,450 円 2,250 円 1,150 円

往復 4,550 円 4,250 円 -

※平成 30 年 2 月 26 日現在、事業者が届出予定の運賃であり、
今後変更となる場合もあります。

離
島
割
引
カ
ー
ド
の
発
行
に
つ
い
て

・
カ
ー
ド
発
行
申
請
に
は
、
顔
写
真
（
上

半
身
縦
３
㎝
、
横
2.5
㎝
）
と
、
本
町
在

住
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

や
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。（
準
住
民
を
対
象
と
し
た
確
認

書
類
は
役
場
企
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

・
発
行
は
無
料
で
す
が
、
窓
口
の
込
み
具

合
で
多
少
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

・
代
理
人
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

○
離
島
割
引
カ
ー
ド
に
関
す
る
こ
と

　

役
場
企
画
課　

企
画
開
発
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

○
運
賃
に
関
す
る
こ
と

各
運
航
事
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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地
区
対
抗
女
子
駅
伝
・
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
結
団
式

　

第
31
回
鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
お
よ

び
第
65
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
の

結
団
式
が
、
１
月
20
日
（
土
）
に
熊
毛
支
庁
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

女
子
駅
伝
は
、
１
月
28
日
（
日
）
に
霧
島
市
に
お
い
て

行
わ
れ
、
県
下
一
周
駅
伝
は
２
月
17
日
（
土
）
か
ら
21
日

（
水
）
の
５
日
間
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

女
子
駅
伝
に
つ
い
て
は
、
２
年
連
続
で
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝

を
果
た
し
、
次
年
度
Ｂ
ク
ラ
ス
入
り
を
決
め
、
総
合
順
位

は
過
去
最
高
の
７
位
で
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
南
種
子
中
学
校
３
年
生
の
塚
田
華
花
選

手
が
３
区
で
力
走
し
ま
し
た
。

塚田華花選手（南種子中３年）
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行政トピックス

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
募
集
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
４
人
以

上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
（
学
校
管

理
下
を
除
く
社
会
教
育
関
係
団
体
）

を
対
象
と
し
た
保
険
で
す
。

　

地
域
や
会
社
、
仲
間
で
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
と
き
に
は
、
万
が
一
の
損
害

事
故
に
備
え
て
保
険
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

◆
加
入
で
き
る
団
体

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
、
指
導
・
審
判

等
を
行
う
社
会
教
育
関
係
団
体
（
学

校
管
理
下
を
除
く
）

◆
補
償
で
き
る
事
故

●
傷
害
保
険

　
　

急
激
で
偶
然
な
外
来
の
事
故
に

よ
り
被
っ
た
傷
害
に
よ
る
死
亡
、

後
遺
障
害
、
入
院
、
手
術
、
通
院

を
補
償

●
賠
償
責
任
保
険

　

他
人
に
け
が
を
さ
せ
た
り
、
他

人
の
物
を
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、
法

律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ

と
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
を
補
償

●
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

　

突
然
死
（
急
性
心
不
全
、
脳
内
出

血
な
ど
に
よ
る
死
亡
）
に
際
し
、
親

族
が
負
担
し
た
葬
祭
費
用
を
補
償

◆
補
償
さ
れ
る
範
囲

●
団
体
で
の
活
動
中

●
団
体
活
動
へ
の
往
復
中

　

詳
し
く
は
、
公
益
財
団
法
人
ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
備
え

付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w
.sportsanzen.org

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

交
通
災
害
共
済
の
加
入
者
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
の
交
通
災
害
共
済
の

加
入
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

３
月
の
第
１
週
に
皆
様
の
お
手
元

に
交
通
災
害
共
済
の
申
込
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
加
入
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
集
落
館
長
（
ま
た
は
班
長
）

に
掛
金
を
添
え
て
申
込
書
を
提
出
す

る
か
、
役
場
総
務
課
に
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

３
月
31
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
さ

れ
た
方
は
、
４
月
１
日
か
ら
の
適
用

と
な
り
ま
す
。
４
月
１
日
以
降
に
申

し
込
ま
れ
た
方
は
、
申
込
日
の
翌
日

か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
交
通
災
害
共
済
見
舞
金
の

請
求
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
見

舞
金
の
請
求
は
、
事
故
日
か
ら
２
年

以
内
で
あ
れ
ば
有
効
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
消
防
交

通
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
共
済
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日

　
　

～
平
成
31
年
３
月
31
日

◆
掛
金　

１
人
５
０
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

消
防
交
通
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
０
９
）

等級 災害の程度 見舞金額
１ 死亡の場合 1,000,000 円
２ 治療実日数 180 日以上の傷害 180,000 円
３ 治療実日数 150 日～ 179 日の傷害 135,000 円
４ 治療実日数 120 日～ 149 日の傷害 115,000 円
５ 治療実日数 90 日～ 119 日の傷害 95,000 円
６ 治療実日数 60 日～ 89 日の傷害 75,000 円
７ 治療実日数 30 日～ 59 日の傷害 55,000 円
８ 治療実日数 15 日～ 29 日の傷害 35,000 円
９ 治療実日数 7日～ 14 日の傷害 25,000 円
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転
入
・
転
出
・
転
居
を
す
る
場
合

に
は
、
住
民
異
動
届
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
住
民
異
動
届
は
、
国
民
健

康
保
険
や
選
挙
人
名
簿
登
録
な
ど
に

つ
な
が
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

　

ま
た
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）」
や
「
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
は
、
記
載

の
住
所
を
最
新
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
手
続
き
の
際
は
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
届
出
の
時
期

●
転
入
・
転
居
の
届
出

　

新
住
所
地
に
転
入
・
転
居
後
、
14

日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
み
始
め
る
前
に
手
続
き
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
転
出
の
届
出

　

転
出
前
ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
届
出
で
き
る
人

●
転
入
・
転
居
の
届
出

　

本
人
ま
た
は
新
住
所
で
の
世
帯
主

　
（
世
帯
員
も
可
）

●
転
出
の
届
出

　

本
人
ま
た
は
世
帯
主（
世
帯
員
も
可
）

※
同
一
世
帯
以
外
の
方
が
代
理
で
手

続
き
を
行
う
場
合
は
「
委
任
状
」

が
必
要
で
す
。

◆
届
出
に
必
要
な
も
の

①
本
人
確
認
書
類

②
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
う
ち
お

持
ち
の
も
の

③
印
鑑
（
認
印
）

④
転
出
証
明
書
（
前
住
所
地
か
ら
発
行

さ
れ
た
証
明
）
※
転
入
届
時
の
み

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

戸
籍
住
民
係

　

☎
㉖
１
１
１
１

　
（
内
線
１
１
０
・
１
１
１
・
１
１
２
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
推
進
に
つ
い
て

　

南
種
子
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化

再
生
協
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
様

の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
、
片
道

１
０
０
円
（
一
律
）
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
か
ら
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
で
大
変
助
か
っ
て

い
る
」、「
一
緒
に
乗
っ
た
人
と
の
会

話
が
楽
し
み
」
な
ど
の
ご
意
見
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
安
心
安
全
な
運

行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
無
料
券
の
交
付
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
無
料
券
交
付
に
つ
い
て

●
対
象
者

  
・
満
70
歳
以
上
の
方

 
・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
ま
た

は
扶
助
を
必
要
と
認
め
る
方

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い

ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

 

・
運
転
免
許
自
主
返
納
カ
ー
ド
な
ど

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
（
カ
ー

ド
な
ど
の
提
示
で
利
用
で
き
ま
す
）

●
申
請
方
法

　

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
役
場
企

画
課
企
画
開
発
係
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持

ち
の
方
は
併
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ

い
。（
代
理
申
請
可
）

　

ま
た
、
各
地
区
の
地
域
支
え
合

い
推
進
員
へ
申
請
を
依
頼
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
課　

企
画
開
発
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

■
転
入
届

新
た
に
町
内
に
住
所
を
定
め
た
と
き

■
転
出
届

他
市
区
町
村
に
住
所
を
移
す
と
き

■
転
居
届

町
内
で
住
所
を
変
更
し
た
と
き

住
所
の
異
動
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！
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バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の
廃
車
手
続
き
は
お
早
め
に
！

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
そ
の
年
度
分
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
を
登
録
し
て

い
る
人
で
、
次
の
よ
う
な
と
き
は
手

続
が
必
要
で
す
。
廃
車
手
続
き
を
し

な
い
と
い
つ
ま
で
も
税
金
が
掛
か
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

●
使
用
し
て
い
な
い
車
な
ど
が
あ
り
、

ま
だ
廃
車
手
続
が
済
ん
で
い
な
い

と
き

●
車
を
譲
っ
た
が
、
名
義
変
更
を
し

て
い
な
い
と
き

●
住
所
変
更
を
し
て
い
な
い
と
き

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課　

町
税
課
税
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

種　　　　　別 手　続　窓　口

●原動機付自転車（125cc 以下）
●小型特殊自動車（農耕作業用など）

●役場税務課　町税課税係
　☎㉖ 1111（内線 152）
●手続きに必要なもの　ナンバープレート、印鑑

●二輪車（125cc を超えるもの） ●鹿児島運輸支局
　☎ 050（5540）2089　鹿児島市谷山港 2-4-1

●軽自動車（三輪・四輪）
●軽自動車検査協会鹿児島事務所
　☎ 050（3816）1761（コールセンター）
　鹿児島市谷山港二丁目 4-38

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

役
場
税
務
課
で
は
、
各
種
税
金
な

ど
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、
口

座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
を

対
象
に
、
便
利
な
口
座
振
替
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

金
融
機
関
窓
口
で
「
口
座
振
替
依

頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申

し
込
ん
で
い
た
だ
く
だ
け
で
口
座
振

替
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
忙
し
い
方
に
も
便
利
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
手
続
き
の
で
き
る
関
係
機
関
窓
口

●
南
種
子
町
役
場

●
種
子
屋
久
農
業
協
同
組
合

●
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

●
鹿
児
島
銀
行

●
郵
便
局
（
郵
便
局
独
自
の
申
込
書

に
な
り
ま
す
）

◆
手
続
き
の
際
に
必
要
な
も
の

●
預
貯
金
通
帳
（
口
座
番
号
の
確
認

で
き
る
も
の
）

●
印
鑑
（
通
帳
の
届
出
印
）

◆
口
座
振
替
日

●
町
税　

納
期
月
の
25
日

●
国
民
健
康
保
険
税

　

納
期
月
の
20
日

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課　

☎
㉖
１
１
１
１
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宇宙のまち話題 Photo Topics

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
ス
ク
ー
ル
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞

　

公
益
財
団
法
人
安
藤
ス
ポ
ー
ツ
・

食
文
化
振
興
財
団
が
主
催
の
「
ト
ム
・

ソ
ー
ヤ
ー
ス
ク
ー
ル
企
画
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
お
い
て
、
本
町
を
拠
点
に
活

動
す
る
日
本
宇
宙
少
年
団
南
種
子
町

宇
宙
科
学
分
団
（
福
留
和
弘
分
団
長
）

が
一
般
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
自
然
体
験
活
動
の
実

施
に
優
秀
な
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
１
月
31
日
（
水
）、
町
長
室
に
て

受
賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

南
種
子
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

自
衛
隊
音
楽
隊
パ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン

　

１
月
26
日
（
金
）
に
中
種
子
町
で

行
わ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
第
８
音
楽
隊

に
よ
る
演
奏
会
を
前
に
、
１
月
24
日

（
水
）
に
南
種
子
中
学
校
吹
奏
楽
部
へ

パ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

演
奏
の
プ
ロ
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
隊
員
の
皆
様
か
ら
、
各
楽
器

に
つ
い
て
、
奏
法
か
ら
心
構
え
な
ど
、

幅
広
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

隊
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

第
27
回
坂
口
杯

ち
び
っ
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

２
月
11
日
（
日
）、
坂
口
純
德
さ
ん

（
平
山
）
の
協
賛
に
よ
る
「
第
27
回
坂

口
杯
ち
び
っ
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

が
、
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
参
加
し
た
４
少
年
団

５
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

◆
成　

績

・
優
勝　

島
間
小

・
２
位　

長
谷
小

・
３
位　

中
平
小
Ａ

日
頃
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す

茎
永
地
区
防
災
訓
練

　

２
月
18
日
（
日
）
に
、
茎
永
地
区

に
お
い
て
地
区
独
自
の
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

生
し
約
27
分
後
に
大
津
波
が
到
達
す

る
こ
と
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

茎
永
地
区
は
海
抜
の
低
い
地
域
が

多
い
た
め
、
こ
の
日
参
加
し
た
地
区

民
は
、
万
一
の
際
に
慌
て
な
い
よ
う
、

お
互
い
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
再
確

認
し
ま
し
た
。

宮里照夫館長を中心に訓練後の点検作業をする様子
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◆
岡
山
県
総
社
市
か
ら
の
訪
問

～
赤
米
交
流
事
前
視
察
～

（
茎
南
小
学
校
）

　

１
月
19
日
（
金
）、
岡
山

県
総
社
市
か
ら
、
総
社
市
立

新し
ん
ぽ
ん本
小
学
校
の
校
長
先
生
を

は
じ
め
、
総
社
市
教
育
委
員

会
の
方
々
を
含
め
た
４
人
の

方
々
が
本
校
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

訪
問
の
目
的
は
、
新
本
小

学
校
と
茎
南
小
学
校
と
の
赤

米
を
通
じ
た
交
流
を
来
年
度

か
ら
深
め
て
い
く
上
で
の
事

前
視
察
の
た
め
で
す
。

　

本
校
児
童
・
職
員
全
員
が

玄
関
で
出
迎
え
、
総
社
市
の

校
長
先
生
方
に
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
、
訪
問
を
記
念
し
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
し
ま
し

た
。
総
社
市
の
先
生
方
か
ら

は
、
新
本
小
５
年
生
と
教
育

委
員
会
の
方
々
の
手
作
り
の

ペ
ン
ダ
ン
ト
を
児
童
一
人
一

人
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
ど
ん
な
交
流

が
で
き
る
か
楽
し
み
で
す
。

◆
宇
宙
へ
は
ば
た
け
凧た
こ

あ
げ

大
会
　
　
　（
大
川
小
学
校
）

　

１
月
20
日
（
土
）
は
、

「
宇
宙
へ
は
ば
た
け
凧た
こ

あ
げ

大
会
」
が
あ
り
、
素
晴
ら
し

い
晴
天
で
風
も
ほ
ど
よ
く
吹

い
て
い
ま
し
た
。

　

個
人
の
凧た
こ

あ
げ
で
は
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
使
っ
た
ゲ
イ
ラ

カ
イ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
凧た
こ

は
風
を
し
っ
か
り
と
捉
え

て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
上
空
目
指
し

て
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

団
体
で
は
、
子
ど
も
が

作
っ
た
ゲ
イ
ラ
カ
イ
ト
の
３

倍
の
大
き
さ
の
凧た
こ

を
作
り
ま

し
た
。
み
ん
な
の
思
い
を
の

せ
て
、
西
海
凧た
こ

は
空
へ
と
飛

ん
で
い
き
ま
し
た
。
途
中
落

下
こ
そ
し
ま
し
た
が
、
骨
組

み
な
ど
の
調
整
を
し
、
再
び

空
へ
。
大お
お
だ
こ凧
は
大
空
へ
と
飛

び
、
み
ん
な
で
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
部
門

で
デ
ザ
イ
ン
賞
、
団
体
部
門

で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
で
し
た
。

◆
丁
寧
に
書
け
た
　
校
内
書

き
初
め
会
（
長
谷
小
学
校
）

　

長
谷
小
で
は
、
新
年
へ
の

気
持
ち
を
新
た
に
す
る
た
め

に
、
書
き
初
め
会
を
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
１
月
13
日
（
土
）

の
２
校
時
に
、
全
校
児
童
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

１
・
２
年
生
は
硬
筆
で
、

マ
ス
の
中
に
一
文
字
一
文
字

丁
寧
に
書
き
ま
し
た
。

　

３
年
生
以
上
は
毛
筆
で
、

「
美
し
い
心
」（
３
年
）、「
流

れ
る
星
」（
４
年
）、
５
・
６

年
生
は
「
有
言
実
行
」「
真

実
一
路
」
な
ど
自
分
で
選
ん

だ
四
字
熟
語
を
一
筆
一
筆
心

を
込
め
て
書
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
各
学
年
の
代
表

者
が
作
品
の
発
表
と
感
想
を

述
べ
て
い
き
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、

学
年
ご
と
に
掲
示
し
、
保
護

者
な
ど
の
来
校
者
に
も
見
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

書
き
初
め
を
通
し
て
、
新

た
な
気
持
ち
で
３
学
期
を
ス

タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
。

◆
税
金
に
つ
い
て
学
ぶ

（
平
山
小
学
校
）

　

平
山
小
で
は
、
日
々
の
生

活
に
関
わ
る
様
々
な
関
係
機

関
に
お
願
い
し
て
出
前
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
６
年
生
の
社

会
科
の
「
憲
法
と
わ
た
し
た

ち
の
暮
ら
し
」
学
習
の
発
展

と
し
て
、
種
子
島
税
務
署
か

ら
講
師
を
お
招
き
し
て
「
税

金
」
に
関
す
る
出
前
授
業
を
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大
切
な
人
を
失
っ
て

種
子
島
中
央
高
校
１
年
　
寺
川
　
咲

　

六
月
三
十
日
の
夜
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
日
、

私
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
後
悔
を
心
に
抱
え
た
。

　

こ
の
日
の
夜
、
私
た
ち
の
家
族
は
い
つ
も
ど
お

り
穏
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
。
そ
の
時
、

い
と
こ
か
ら
の
電
話
が
鳴
っ
た
。

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ハ
ウ
ス
で
倒
れ
た
よ
。」

「
も
う
、
だ
め
か
も
し
れ
な
い
。」

あ
ま
り
の
突
然
の
出
来
事
に
私
は
胸
が
ぎ
ゅ
っ
と

痛
く
な
る
の
を
感
じ
た
。

　

急
い
で
祖
母
の
家
に
行
き
、
ハ
ウ
ス
の
前
に
駆

け
つ
け
た
。
し
か
し
、
い
ざ
現
実
を
前
に
す
る
と

心
と
は
裏
腹
に
足
は
前
に
動
か
ず
、
ハ
ウ
ス
の
前

で
立
ち
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
気
持

ち
を
取
り
直
し
て
、
落
ち
着
い
て
ハ
ウ
ス
の
中
に

入
る
と
、
そ
こ
に
は
、
昨
日
ま
で
元
気
に
し
て
い

た
祖
母
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
私
は
祖
母
の
顔
を

直
視
で
き
な
か
っ
た
。
倒
れ
て
い
る
祖
母
の
姿
を

と
て
も
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
信
じ
た
く
な

か
っ
た
。

　

私
は
一
人
で
泣
い
た
。
こ
ん
な
近
い
場
所
に
い

る
の
に
い
つ
会
っ
た
の
か
、
い
つ
直
接
話
し
た
か

が
な
か
な
か
思
い
出
せ
な
か
っ
た
。

　

そ
う
い
え
ば
二
日
ほ
ど
前
、
父
の
弟
も
帰
っ
て
き

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
祖
母
が
私
の
家
に
電
話
で
、

「
み
ん
な
で
ご
飯
を
食
べ
に
行
こ
う
よ
。」

と
誘
っ
て
く
れ
た
の
を
思
い
出
し
た
。
私
た
ち
は

既
に
ご
飯
を
食
べ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
断
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
が
、
私
と
祖
母
と
の
電
話
越
し
で

の
最
後
の
会
話
だ
っ
た
。

　

先
の
こ
と
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
し
、
い
つ
も

次
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
も
し
、
あ
の
時
、
祖

母
と
一
緒
に
過
ご
せ
て
い
た
ら
、
祖
母
は
息
子
二

人
と
楽
し
く
会
話
す
る
機
会
が
で
き
て
い
た
に
違

い
な
い
。
ま
た
、
も
し
み
ん
な
が
今
ま
で
よ
り

も
っ
と
祖
母
を
気
に
か
け
て
い
れ
ば
、
誰
か
が
祖

母
を
看
取
る
こ
と
も
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

祖
母
は
い
と
こ
が
仕
事
に
行
っ
て
い
る
と
き
、

一
人
ハ
ウ
ス
で
農
作
業
を
し
て
い
て
、
脱
水
症
で

倒
れ
た
ら
し
い
。
今
と
な
っ
て
は
、
祖
母
が
ど
う

思
っ
て
い
た
か
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
き
っ

と
誰
か
そ
ば
に
い
て
ほ
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
、
誰
も
そ
ば
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
心
残
り
で
あ
る
。

　

自
分
は
祖
母
と
い
つ
も
ど
の
よ
う
に
、
関
わ
っ

て
き
た
だ
ろ
う
か
。
祖
母
が
い
つ
も
い
る
こ
と
が

当
た
り
前
で
、
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
な
ん

て
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
電
話
越
し
で

も
、
直
接
で
も
い
つ
も
そ
っ
け
な
い
対
応
に
な
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
思
い
返
し
て
み

て
も
、
そ
ん
な
自
分
の
姿
ば
か
り
が
頭
に
浮
か
ん

で
し
ま
う
。
祖
母
と
の
楽
し
い
思
い
出
も
た
く
さ

ん
あ
る
は
ず
な
の
に
、
自
分
の
嫌
な
姿
ば
か
り
を

思
い
出
し
て
し
ま
う
。

　

や
は
り
、
祖
母
が
い
な
い
と
寂
し
い
。
祖
母
の

家
に
行
っ
て
も
当
然
祖
母
は
い
な
い
し
、
話
せ
な

い
し
、
写
真
で
顔
を
見
る
だ
け
。
そ
れ
に
、
ほ
ぼ

毎
日
鳴
っ
て
い
た
祖
母
か
ら
の
電
話
。
今
で
は
、

そ
の
電
話
を
と
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
さ
え
も
と
て
も
悲
し
い
。
少
し
ず
つ
時
間
が

経
っ
て
祖
母
と
の
思
い
出
が
薄
れ
て
い
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
辛
く
な
る
時
も
あ
る
。

　

祖
母
と
の
別
れ
を
通
じ
て
私
は
学
ん
だ
。
人
と

の
関
わ
り
を
大
切
に
感
じ
て
過
ご
す
こ
と
。
そ

し
て
、
誰
に
対
し
て
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
し
っ
か
り
と
言
葉
に
し
て
伝
え
る
こ
と
。
ど

ち
ら
も
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
何
気
な
い
日
々

の
、
何
気
な
い
時
間
の
流
れ
の
中
で
は
、
忘
れ
て

し
ま
い
が
ち
な
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
後

で
悔
や
む
こ
と
の
な
い
よ
う
、
誠
意
を
も
っ
て
人

と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
き

た
い
と
思
う
。
そ
れ
が
、
大
好
き
だ
っ
た
祖
母
が

最
期
に
教
え
て
く
れ
た
こ
と
な
の
だ
か
ら
。

行
い
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
講
師
か
ら
の

「
身
近
な
税
金
に
は
何
が
あ

り
ま
す
か
。」
の
問
い
に
、

子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ
「
消
費

税
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
税
金
の
種
類
や

使
わ
れ
方
に
つ
い
て
深
く
学

び
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
子
ど

も
た
ち
は
講
師
の
方
の
持
っ

て
き
た
１
億
円
の
レ
プ
リ
カ

を
手
に
持
つ
と
、
そ
の
重
さ

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
税
に
関
す
る

標
語
」
や
税
に
関
す
る
作
品

な
ど
へ
の
応
募
が
評
価
さ

れ
、
種
子
島
税
務
署
か
ら
感

謝
状
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
主
張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
特
選
作
品
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毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連

が
定
め
た
「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」、
４
月
２
日
か
ら

８
日
ま
で
は
「
発
達
障
害
啓

発
週
間
」
で
す
。

○
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
害
の
方
は
、
他
人

の
意
図
や
感
情
を
直
感
的

に
理
解
し
た
り
、
言
葉
を

適
切
に
使
う
こ
と
な
ど
が

苦
手
な
場
合
が
あ
り
、
学

校
や
職
場
で
様
々
な
問
題

や
困
難
に
直
面
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

○
こ
れ
ら
は
、
親
の
し
つ
け

や
家
庭
環
境
が
原
因
で
は

な
く
、
脳
機
能
の
発
達
に

関
係
す
る
も
の
で
す
。

○
発
達
障
害
は
、
見
た
目
に

は
障
害
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
に
く
い
た
め
、
行
動

や
態
度
が
誤
解
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
発
達
障
害
の
特
徴
を
知

り
、
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

◎
問
＝
県
庁
障
害
福
祉
課
☎

０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
４
４

　

土
地
・
建
物
、
会
社
・
法

人
の
登
記
事
項
証
明
書
の
請

求
に
は
、
自
宅
や
会
社
の
パ

ソ
コ
ン
の
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
請
求
で
き
る
「
か

ん
た
ん
証
明
書
請
求
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

請
求
さ
れ
た
証
明
書
は
、

郵
送
の
ほ
か
、
最
寄
り
の
登

記
所
や
法
務
局
証
明
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
受
け
取
り
が

可
能
で
す
。

◆
窓
口
請
求
よ
り
安
い

　

登
記
所
（
ま
た
は
法
務
局

証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

の
窓
口
で
の
登
記
事
項
証
明

書
を
請
求
し
た
手
数
料
は

６
０
０
円
で
す
が
、「
か
ん

た
ん
証
明
書
請
求
」
を
利
用

し
た
場
合
は
、
郵
送
受
取
で

５
０
０
円
、
窓
口
受
取
で

４
８
０
円
に
な
り
ま
す
。

◆
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
簡
単

　
「
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
」

は
、
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

touki-kyoutaku-online.

m
oj.go.jp

）
で
簡
単
な
初
期

設
定
（
申
請
者
情
報
登
録
な

ど
）
を
行
う
だ
け
で
利
用
で

き
ま
す
。

◎
問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局

総
務
課
☎
０
９
９
（
２
５
９
）

０
６
６
７

　

引
っ
越
し
や
結
婚
な
ど
で

住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と

き
は
、
納
税
通
知
書
を
確
実

に
お
届
け
す
る
た
め
に
も
、

次
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

◆
変
更
登
録

　

必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、

鹿
児
島
運
輸
支
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
住
所
や
名
前
な
ど
の
変
更

届
出

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動

車
税
課
へ
電
話
や
は
が
き
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
電

子
申
請
で
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

届
出
用
の
は
が
き
は
、
納

税
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
熊
毛
支
庁
に
も
備

え
て
あ
り
ま
す
。

◎
問
＝
鹿
児
島
地
域
振
興

局
自
動
車
税
課
☎
０
９
９

（
２
６
１
）
５
６
１
１

　

あ
な
た
の
お
住
ま
い
は
、

地
震
へ
の
備
え
は
大
丈
夫
で

す
か
？

　

地
震
災
害
で
最
も
怖
い
の

は
住
宅
倒
壊
の
被
害
で
す
。

平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震

災
で
は
、
住
宅
倒
壊
な
ど
に

よ
り
多
く
の
方
が
亡
く
な

り
、
特
に
現
在
の
耐
震
基
準

を
満
た
さ
な
い
昭
和
56
年
５

月
以
前
の
住
宅
に
被
害
が
集

中
し
ま
し
た
。

　

大
地
震
に
備
え
て
、
建
設

時
期
が
古
い
住
宅
に
お
住
ま

い
の
方
は
、
以
下
の
点
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建

て
ら
れ
た
住
宅
は
、
専
門

家
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

○
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
際

は
、
地
震
対
策
も
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
悪
質
な
点
検
商
法
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
＝
県
庁
住
宅
政
策
室
☎

０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
３
８

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

発
達
障
害
啓
発
週
間
に

つ
い
て

登
記
事
項
証
明
書
の
請

求
は
オ
ン
ラ
イ
ン
が
便

利
で
す

お
済
み
で
す
か
？

自
動
車
の
住
所
等
の

変
更
手
続
き

住
宅
の
耐
震
診
断
を
し

ま
し
ょ
う
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岩
穴
焚た

き
に
つ
い
て

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
語
り
部

の
会
で
は
、
毎
年
３
月
に
、
広
田
集

落
に
昔
か
ら
伝
わ
る
「
岩
穴
焚た

き
」

を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　

岩
穴
焚た

き
の
風
呂
は
、
広
田
遺
跡

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
す
ぐ
そ
ば
で
、
広

田
の
恵
比
寿
様
が
鎮
座
す
る
広
場
に

あ
り
ま
す
。

　

岩
穴
風
呂
は
、
今
で
言
う
「
サ
ウ

ナ
風
呂
」
の
よ
う
な
も
の
で
、
岩
場

に
大
人
が
５
～
６
人
入
れ
る
ほ
ど
の

穴
を
掘
り
、
そ
の
中
で
火
を
焚た

き
穴

の
中
を
充
分
に
熱
し
て
、
入
口
を
藁わ
ら

製
の
戸
で
ふ
さ
ぎ
、
そ
の
中
に
入
っ

て
、
発
汗
を
促
す
も
の
で
す
。
そ
の

中
に
は
、
ゲ
ッ
ト
ウ
の
葉
が
敷
き
詰

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
と
て
も
良

い
香
り
が
立
ち
込
め
て
い
て
、
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ー
の
よ
う
な
効
果
も
あ
り

ま
す
。

　

今
年
は
３
月
18
日
（
日
）
の
午
後

２
時
か
ら
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

集
合
で
行
う
予
定
で
す
。

　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
広

田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

種
子
島
に
き
て
早
い
も
の
で
も
う

す
ぐ
１
年
。「
情
報
発
信
」
と
い
う

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
受
け
、
行
事
な
ど
で

使
用
す
る
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
制
作
、
ま
た
町

の
様
々
な
話
題
を
撮
影
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
内
外
に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
お
よ

そ
３
２
０
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は

お
よ
そ
７
７
０
と
少
し
ず
つ
フ
ォ

ロ
ワ
ー
も
増
え
て
は
き
ま
し
た
が
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
方
は
ま
だ
50
に
も

満
た
ず
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
目
標
は
１
０
０
０
以
上
を
目
指

し
て
、
他
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
駆
使
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
試
行
錯
誤
し

て
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
増
や
す

こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
南
種
子
町
」
の
魅
力
を
い
か

に
全
国
、
世
界
レ
ベ
ル
で
発
信
で
き

る
の
か
、
２
年
目
は
地
域
の
皆
さ
ん

と
も
語
ら
う
機
会
を
増
や
し
て
、
ま

た
違
っ
た
角
度
か
ら
も
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
肝

付
町
の
「
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
３

号
機
打
ち
上
げ
」
の
視
察
、
東
京
で

の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
全
国
サ

ミ
ッ
ト
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
町
お
こ
し
」
と
い
う
形

の
な
い
も
の
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ

ど
難
し
い
世
界
で
す
。
正
解
が
な
い

か
ら
こ
そ
、
過
去
の
成
功
例
や
全
国

の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
こ
の

町
が
元
気
に
な
る
こ
と
に
ト
ラ
イ
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
畑
に
少
し
小

ぶ
り
の
安
納
芋
、
大
根
、
白
菜
、
ネ

ギ
が
た
く
さ
ん
で
き
て
、
実
家
や
友

人
に
た
く
さ
ん
送
り
ま
し
た
。
ほ
と

ん
ど
収
穫
だ
け
し
て
い
る
よ
う
な
パ

ラ
サ
イ
ト
家
庭
菜
園
で
す
が
、
こ
ん

な
経
験
を
さ
せ
て
く
れ
た
大
家
さ
ん

た
ち
に
感
謝
し
っ
ぱ
な
し
で
す
。

広田遺跡ミュージアムだより【広田遺跡ミュージアム　☎ 24-4811】

町おこし⑨
～地域おこし協力隊活動報告～

南
種
子
町

地
域
お
こ
し
協
力
隊

服
部　

節
子

ＹｏｕＴｕｂｅ検索は「みなみたねチャンネル」
https://www.youtube.com/channel/UCo9kLrG487zJyYTD0qt260g
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宇宙センターだより【宇宙科学技術館　☎ 26-9244　℻ 26-9245】

　

１
月
18
日
（
木
）、
内
之
浦
宇
宙
空

間
観
測
所
か
ら
高
性
能
小
型
レ
ー
ダ

衛
星
（
Ａ
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｏ
‐
２
）
を
搭

載
し
た
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
３
号

機
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
３
号
機
は

正
常
に
飛
行
し
、
打
ち
上
げ
か
ら
約

52
分
35
秒
後
に
予
定
の
軌
道
で
Ａ
Ｓ

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｏ
‐
２
を
分
離
、
打
ち
上
げ

は
無
事
成
功
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
３

号
機
の
軌
跡
が
、
夜や

こ
う
う
ん

光
雲
と
し
て
各

地
で
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
（
木
）
～
10
日
（
土
）、

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

第
14
回
種
子
島
ロ
ケ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
の
高
校
生
・
大
学
生
が
自
分

た
ち
で
製
作
し
た
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト

を
打
ち
上
げ
、
で
き
る
だ
け
長
く
空

中
に
滞
在
し
、
か
つ
発
射
点
近
く
に

着
地
で
き
る
か
競
い
ま
す
。

　

見
学
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
来
館
者

に
科
学
実
験
実
演
な
ど
を
通
し
て
、

宇
宙
開
発
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

い
、
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
」
を
、
３
月
22
日
（
木
）
～

23
日
（
金
）
に
開
催
予
定
で
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
ご
興
味

の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
方
法
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
宇
宙
科
学
技
術
館

（
☎
㉖
９
２
４
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

例
年
春
頃
に
開
催
し
て
い
た
特
別

公
開
で
す
が
、
今
春
は
セ
ン
タ
ー
内

の
施
設
作
業
と
重
複
す
る
た
め
公
開

で
き
る
施
設
が
一
部
に
限
定
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
年
に
一
度
、
普
段
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
施
設
ま
で
公

開
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
た
め
、

セ
ン
タ
ー
内
で
検
討
し
た
結
果
、
今

年
は
開
催
時
期
を
延
期
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

延
期
後
の
日
程
は
今
年
の
11
月
～

12
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
詳

細
が
決
ま
り
次
第
、
改
め
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
方
々
に
は
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト

打
ち
上
げ
成
功
！

ロ
ケ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

宇
宙
科
学
技
術
館

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

特
別
公
開
延
期
の
お
知
ら
せ
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消防署だより【熊毛地区消防組合　南種子分遣所　☎ 26-1060】

社協だより【町社会福祉協議会　☎ 26-1703】

　

毎
年
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

間
、
全
国
一
斉
に
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
た
き
火
・
枯
れ
草
焼
き
の
届
出
を
！

　

た
き
火
や
枯
れ
草
焼
き
を
行
う
際

は
、
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
分
遣
所

に
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
届
出
を
行
わ
ず
に
火
災
を
起
こ

し
て
し
ま
え
ば
、
刑
法
「
失
火
罪
」

や
軽
犯
罪
法
の
「
火
気
乱
用
の
罪
」

に
処
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
届
出
は
電
話
で
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
☎
㉖
１
０
６
０
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

普
段
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
１
１
９

番
通
報
で
す
が
、
い
つ
火
災
に
見
舞

わ
れ
た
り
、
救
急
要
請
が
必
要
に
な

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
正
確
な
１
１
９

番
通
報
が
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
手

順
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
携
帯
か
ら
直
接
１
１
９
番
を
ダ
イ

ヤ
ル
す
る
と
「
熊
毛
地
区
消
防
組

合
本
部
（
西
之
表
市
）」
へ
繋
が

り
、
そ
の
後
南
種
子
へ
転
送
さ
れ

ま
す
。
☎
㉖
０
１
１
９
は
直
接
南

種
子
分
遣
所
に
通
報
さ
れ
ま
す
の

で
、
携
帯
電
話
に
登
録
し
て
お
く

こ
と
で
時
間
短
縮
と
な
り
ま
す
。

◆
落
ち
着
い
て
、
正
確
に
！

　

慣
れ
ず
、
緊
迫
し
た
状
況
に
直
面

し
「
早
く
来
て
く
れ
」
な
ど
、
こ
ち

ら
が
知
り
た
い
情
報
を
言
わ
ず
、
す

ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
し
ま
う
場
合
が

多
数
あ
り
ま
す
。

　

通
報
時
に
現
場
の
状
況
や
患
者
さ

ん
の
容
態
な
ど
の
情
報
が
少
な
い
と

迅
速
な
活
動
が
行
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
に
は
事
前
に
定

め
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
通
報
内
容

に
あ
っ
た
場
合
は
す
ぐ
要
請
で
き
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

通
信
員
か
ら
の
質
問
に
落
ち
着
い

て
正
確
に
答
え
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

１１９番通報要領
①１１９番通報

・落ち着いて電話しましょう。
②火事ですか？救急ですか？

・火事なのか、救急なのか
③場所はどこですか？

・校区、集落、住所、目標物など分かり
やすいように伝えてください。
※この段階で通信員以外の職員は出場し
ます。
④何が燃えていますか？（火災）
　誰がどうしましたか？（救急）

・燃えているもの（家・土手等）、　患者
さんの容態（なぜ、どうした）
※ここでドクターヘリを要請するか判断
しますので詳しく聞きます。落ち着いて
詳しく伝えてください。
⑤ ケ ガ 人 や 逃 げ 遅 れ た 人 は い ま す
か？
　傷病者の情報を教えてください。

・救助活動、救急搬送が必要なのか。
患者さんの氏名・生年月日・年齢を伝え
てください。
⑥あなた（通報者）の名前と電話番
号を教えてください。
※こちらから掛け直す場合があります。

春
季
火
災
予
防
運
動
実
施
中

３
月
１
日
（
木
）
～
７
日
（
水
）

１
１
９
番
通
報
は
落
ち
着
い
て
正
確
に
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
（
平
成
30
年
４
月
１

日
～
平
成
31
年
３
月
31
日
）
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
申
し
込
み
を

開
始
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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後
納
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
は
納
期

限
よ
り
２
年
を
経
過
し
た
場

合
、
時
効
に
よ
っ
て
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
が
、
平
成
27
年
10
月
１
日

か
ら
今
年
の
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
限
り
、
厚
生
労
働
大

臣
の
承
認
を
受
け
た
う
え

で
、
時
効
に
よ
り
納
付
で
き

な
か
っ
た
期
間
の
保
険
料

を
、
過
去
５
年
前
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
付
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
納
付
し
た

期
間
の
不
足
に
よ
り
年
金
が

受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
、

年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

 

い
ま
一
度
、
納
付
状
況
や

将
来
の
年
金
額
な
ど
を
確
認

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

後
納
制
度
を
ご
利
用
中
の

皆
様
へ

　

後
納
制
度
の
専
用
納
付
書

が
使
用
で
き
る
期
間
は
、
同

一
年
度
内
で
あ
り
、
平
成
29

年
度
の
納
付
書
は
、
使
用
期

限
が
「
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
平
成
30
年
４
月

以
降
に
お
い
て
も
後
納
制
度

を
利
用
す
る
場
合
は
、
新
し

い
納
付
書
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
書
の
切
り
替
え
を
ご

希
望
の
方
は
、
改
め
て
郵
送

し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
年

金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
日
本
年
金
機
構
】

保
険
料
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
１
１
）
０
５
０

健康ひろば【公立種子島病院　☎ 26-1230】

年金だより【役場保健福祉課福祉年金係　☎ 26-1111（内線 134・135）】

　

日
頃
よ
り
、
当
院
の
運
営
に
対
し
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
４
月
１
日
よ
り
新
た
な
常
勤

医
師
と
し
て
、
南
種
子
町
出
身
の
徳
永
正
朝

先
生
が
赴
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
児
科
が
専
門
の
先
生
に
な
り
ま
す
の
で
公

立
種
子
島
病
院
に
新
た
に
小
児
科
が
新
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
診
療
体
制
な
ど
に
つ
い
て
は
、

追
っ
て
病
院
内
に
掲
示
し
ま
す
の
で
確
認
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
本
院
の
運
営

に
対
し
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

小
原
俊
一
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
年

の
３
月
31
日
（
土
）
を
も
ち
ま
し
て
退
職
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
（
金
）
が
診
療
最
終
日
に
な
り

ま
す
の
で
、
患
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

先
月
ま
で
に
県
内
は
も
と
よ
り
島
内
、
町

内
に
お
い
て
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

ま
し
た
が
、
こ
の
先
、
季
節
の
変
わ
り
目
も

や
っ
て
き
ま
す
。
体
調
を
崩
さ
ぬ
よ
う
体
調

管
理
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
た
だ
き
、
元
気

な
日
々
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

外
来
診
療
に
つ
い
て

後
納
制
度
は
今
年
９
月
末
で
終
了
で
す
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図書館だより【町立図書館　☎ 26-6690】

地域包括支援センターだより【地域包括支援センター 　☎ 24-1660　☎ 26-2035】

★
引
っ
越
し
・
新
生
活
の
前
に
…

　

町
立
図
書
館
で
借
り
た
ま
ま
、
返
し
て

い
な
い
本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

新
年
度
を
迎
え
る
前
に
、
今
一
度
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

本
の
返
却
が
確
認
で
き
て
い
な
い
方
へ

は
、
町
立
図
書
館
か
ら
お
電
話
で
ご
連
絡

を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
速
や
か
に
ご

返
却
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

図
書
館
の
開
館
時
間
中
に
来
ら
れ
な
い

方
は
、「
時
間
外
返
却
ボ
ッ
ク
ス
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
図
書
館
前
通
路
の
ド
ア
付

近
に
あ
り
、
閉
館
中
で
も
本
を
返
却
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

１
月
24
日
（
水
）、
南
種

子
町
中
央
公
民
館
に
お
い

て
、
か
ご
し
ま
の
花
消
費
拡

大
推
進
協
議
会
主
催
の
「
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
を
体
験
し
、
季

節
の
花
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
国
産
（
県

産
）
花
の
良
さ
な
ど
を
知
っ

て
も
ら
い
、
花
に
対
す
る
関

心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

講
師
に
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ

プ
こ
ぞ
の
か
ら
小
薗
巧
子
さ

ん
を
お
招
き
し
、
上
中
・
下

中
の
介
護
予
防
教
室
か
ら
23

人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
、
個
性
豊
か
で
素

敵
な
作
品
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
花
は
作
る
け
ど
、
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
は
初
め
て
で
楽

し
か
っ
た
」「
花
を
生
け
て

晴
れ
や
か
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
」「
と
っ
て
も
楽
し

く
、
ぜ
ひ
、
ま
た
し
て
み
た

い
」
と
花
の
良
さ
を
十
分
に

感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

★
ご
存
知
で
す
か
？

図
書
館
の
便
利
な
利
用
法　

～
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
～

　

町
立
図
書
館
で
は
、
利
用
者
の
皆
様
か

ら
の
〈
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
〉
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
「
書
名
」「
著
者
名
」「
出
版
社
」
な
ど
の

本
の
情
報
を
、
図
書
館
に
用
意
し
て
あ
る

リ
ク
エ
ス
ト
用
紙
に
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

新
規
購
入
可
能
な
も
の
は
、
約
１
ヵ
月

～
３
ヵ
月
ほ
ど
で
当
館
の
蔵
書
に
加
わ
り
、

町
民
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
菓
子
づ
く
り
の
本
を
増
や
し

て
ほ
し
い
」「
趣
味
の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

の
本
を
増
や
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
、

特
定
の
分
野
に
つ

い
て
の
リ
ク
エ
ス

ト
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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わ が 家 の ア イ ド ル

中な
か
ん
ざ
き

ん
崎
の
ガ
ロ
ー

（
西
之
地
区
）

　

南
種
子
町
に
は
、
数
多
く
の
神

社
・
仏
閣
が
あ
り
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
の
調
査
成
果
に

つ
い
て
連
載
し
ま
す
。

ご家族からひとこと

田
たむら

村　若
わかひ

晄くん
平成 26 年 11 月 12 日生まれ
勝也さん・祥子さんの男の子（上中）

穏やかで、ひょうきん者のわっくん。
和やかで周りの人を幸せにするその笑顔を
大切に、明るく元気に成長してね！

　

中
ん
崎
の
ガ
ロ
ー
は
、
西
之

地
区
本
村
の
本
村
自
治
公
民
館

の
横
に
あ
る
。

　

こ
の
ガ
ロ
ー
で
は
、
ア
コ
ウ

の
大
木
の
根
元
に
数
個
の
自
然

石
が
置
か
れ
て
い
た
が
、今
は
、

そ
の
石
は
大
木
に
巻
き
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
こ
は
、
２
月
～
３

月
頃
に
行
わ
れ
る
西
之
御
崎
神

社
の
潮
祭
の
重
要
な
祭
祀
場
と

な
っ
て
い
る
。潮
祭
の
日
に
は
、

砂
坂
集
落
で
採
れ
た
塩
と
シ
ュ

エ
ー
な
ど
が
供
え
ら
れ
、
祝
殿

の
祝
詞
奏
上
の
後
、
代
表
者
が

拝
み
、
潮
風
、
潮
水
に
よ
る
災

害
よ
け
と
、
五
穀
豊
穣
、
国
土

安
穏
を
祈
る
。

ご家族からひとこと

髙
たかぎ

木　絢
あやね

音ちゃん
平成 28 年 5月 5日生まれ
大輔さん・恭子さんの女の子（上中）

砂浜で遊ぶのが大好きな絢音ちゃん。
初めての海はギャン泣きだったけど、少しずつ慣れたね！
美しい種子島の海でたくさん遊んだ事をいつまでも覚え
ていてね！
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業
推
進
の

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　

）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

坂
口　

征
章　
　
（
妻
・
芳
江
）

柳
田　

茂
一　
　
（
父
・
友
茂
）

坂
口　

ト
モ
子　
（
夫
・
五
男
）

砂
坂　

津
代
美　
（
母
・
ヱ
ミ
子
）

西
園　

功　
　
　
（
母
・
ツ
ギ
）

西
園　

昭
二　
　
（
妻
・
政
子
）

中
峯　

キ
サ　
　
（
夫
・
司
）

（
氏
名
） 　
　

        （
保
護
者
）　    　

    　
（
地
区
）

安あ
だ
ち達　

瑞み

ほ穂　
（
誠
二
郎
・
絵
里
佳
）　

上
中

上こ
う
づ
ま妻　

結ゆ
い
と翔　
（
翔
平
・
愛
鈴
）　　

 

上
中

立た
て
い
し石　

歩
あ
ゆ
む　
　
（
貴
洋
・
彩
加
）　 　

上
中

原は
ら　

美み
れ
い玲　
　
（
昌
幸
・
ゆ
き
み
） 　

上
中

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　1月31日現在
総人口（ 人 ） 5,753（－ 16）
男（ 人 ） 2,836（－ 6）
女（ 人 ） 2,917（－ 10）
世帯数（ 戸 ） 2,985（－ 1）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

１月 0 件 21 件
累 計 0 件 21 件

日 曜日 行　　事　　名 時　間　・　場　所

7 水 すくすくサロン 10：00～　福祉センター生きがい活動室

8 木

ぺんぎんクラブ 10：00～　あおぞら保育園

母子手帳交付 13：30～　町研修センター

種子島ロケットコンテスト 10日（土）まで　種子島宇宙センター　他

13 火 のびのび赤ちゃん教室 10：00～　福祉センター生きがい活動室

16 金 乳幼児健診 10：00～　福祉センター生きがい活動室

■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　2月15日現在
発　生 死　者 傷　者

南種子町 0（－ 1） 0（± 0） 0（－ 1）
中種子町 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）
西之表市 3（＋ 2） 0（± 0） 3（＋ 2）
計 3（＋ 1） 0（± 0） 3（＋ 1）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　

（
１
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　
　
　

（
１
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜在宅当番医

日 在宅当番医 所在地 電　話

4 公立種子島病院 南種子町 26-1230

11 種子島医療センター 西之表市 22-0960

18 種子島医療センター 西之表市 22-0960

25 種子島医療センター 西之表市 22-0960

4/1 高岡医院 中種子町 27-3100

■公立種子島病院の各科診療日
診 療 科 目 診　　　療　　　日

眼 　 科 5、6、19、20日

耳鼻咽喉科 1、15、29日

整 形 外 科 毎週火曜日

消化器外科 月曜（午後）、火曜、水曜（午前）　※ 3/21 は休み

■種子島産婦人科医院の休診日等
水曜外来休診日 3/7

土曜外来診療日 3/3　午前 9時から正午まで（要予約）

※「水曜休診・土曜診療」の試行期間は３月で終了となります。

３月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　
　

   （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

柳
田　

友
茂　
　
　

85　
　
　

島
間

松
田　

ヨ
ウ
コ　
　

83　
　
　

上
中

坂
口　

五
男　
　
　

66　
　
　

平
山

砂
坂　

ヱ
ミ
子　
　

92　
　
　

西
之

　

園　

ツ
ギ　
　
　

92　
　
　

島
間

西
園　

政
子　
　
　

82　
　
　

島
間

中
峯　

司　
　
　
　

84　
　
　

西
海

浦
口　

京
子　
　
　

86　
　
　

島
間

羽
生　

伊
津
子　
　

80　
　
　

長
谷

峰
山　

勇
義　
　
　

90　
　
　

島
間

ご
結
婚

（
氏
名
）　　

    　

    （
地
区
）

松
元　

聡　
　
　

上
中

中
脇　

め
ぐ
み　

西
之

古
市　

雄
一
郎　

西
之

浦
門　

玲
奈　
　

茎
永
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１
月
26
日
（
金
）
に
、
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
の
「
民
謡
伝
承
活
動
発

表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
に
よ

る
民
謡
の
披
露
や
、
小
学
生
に
よ
る

演
目
の
披
露
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

民
謡
伝
承
活
動
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

西之下西目集落「福祭文」

花峰小学校「御田植歌」

平山郷土文化保存会婆じょう舞


